
3.11津波から７年半後の仙台訪問 2018.9.3～6.



はじめに
日本建築学会の年次大会が9月3日から6日までの期間，東北大学で開催されたので，１年半ぶりに
仙台を訪問した．もちろん建築学会に参加することが第一の目的であったが,それ以外にも懐かし
い宮城教育大学を訪問すること，いくつかの津波被災地を訪問し,その後の復興の状況を確認させ
て頂くことも目的の中に入っていた．建築学会の中では，一般の研究発表の他に,せんだいメディ
アテークで開催される『建築紛争フォーラム』と,川内萩ホールの『記念シンポジウム：祈りを包
む建築のかたち－福島・世界を念いながら－』，それに毎回,振動運営委員会地盤震動小委員会が
主催する『地盤震動地域交流会』も楽しみの一つであった．委員会活動を通じて,歴代の世代を超
えた研究仲間が,開催地の若手研究者が提示する話題を中心に集う交流会は，今回で38回目を迎え
たが,この交流会の発案者であった元主査のＮ先輩は昨年他界されてしまった．

建築学会の合間には,東北大学の広大なキャンパスや付属植物園を散策させて頂き，豊かな樹木や
草花を楽しむことができた．とりわけ,キャンパス名物の「栃ノ木」の葉が少しずつ黄色に変わり
多くの木の実を周囲にまき散らす様は,素晴らしい景観であった．また最後の貴重な一日をどのよ
うに使うか熟慮した結果，地下鉄東西線を利用して,まず薬師寺(陸奥国分寺跡)に立ち寄り，終点
の荒井駅からバスで荒浜小学校に向った．3.11津波で被災したこの小学校が最近,震災遺構として
復活したことは,地域交流会でも紹介があり，是非とも訪問したいと考えていたところであった．
最後には,もう一度仙台駅に戻り，名取駅を経由して復興途上の名取市閖上地区を訪問した．以前
にこれらの地域を訪問した時は,どこもかしこも嵩上げ工事の真っ最中で，地元の方々からお話を
伺う機会を持つことは叶わなかった．今回は少しでもそれが叶えられればと願って出発した．



東日本大震災後, 初の東北での開催．この間も全国
各地で各種の災害が続いている．そのような中，人々
は今日も明日も，ある種の「記憶」をもとに行動を立
ち上げている．いっぽう建築は，現実的な法制度のな
かに答を見出し，実存させていく責務を負う．
建築には「未来」を編む力がある．刻々と動く社会

や先端技術に対応しながらも，同時に人々の「記憶」
に寄り添い「祈り」を受け止める．遠い未来を見すえ
ながらも着実な近未来を推察し,目前の学/術に向かう
建築,その主体性を獲得するため,「記憶」の海と向き
合い，一人ひとりの「記憶」から「未来」を導き出す
大会としたい．

仙台の植物

建築学会年次大会への参加



仙台市内の散策

仙台城址 せんだいメディアテーク

正宗像

魯迅像
青葉山キャンパスの人間・環境系教育研究棟川内キャンパスのメタセコイア並木萩ホール前広場の多行松



史蹟 陸奥国分寺跡

七重塔の心礎→

天平回廊

陸奥国分寺跡復元模型


